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9 月定例会 9 月 1 日開会 
さいたま市議会 9 月定例会は、9 月 1 日から 10 月 15 日の 45 日間の日程で開催されていま

す。今議会では特に、平成２１年度の決算状況等を審査する決算特別委員会が１０日間にわたり開

かれます。私も決算委員会の委員として、民主党・無所属の会を代表し教育委員会や建設局・水道
局の所管する決算について質疑に臨みます。 
既に済んでしまったこととはいえ、次期の予算編成に活かす大切な審査です。 

皆様から預かった貴重な税金の使い方に無駄は無かったのか、各事業が適正かつ効率的に行われた

のか、そして、その事業が本当に市民のためになったのか、しっかりとチェックしてまいります。 

 
 さいたま市議会議員 

阪本 かつみ 
保健福祉常任委員会 副委員長 

決算特別委員会 

見沼田圃将来ビジョン特別委員会  

農業委員会  

コンパクトなまちづくりに対応した土地利用検討委員会 

市民に分かりやすい議論を！ 
さいたま市議会は、政令市としては全国初となる対面式演壇

を設置するなどの議場改修を行ないました。 

これは、議会改革の一環として行なわれたもので、議員が市執

行部と対面して代表・一般質問ができるようになり、より緊迫

感のある議論ができるようになりました。 

また、議場正面に大型スクリーンを設置し、プロジェクターで

資料の投影もできるようになりました。 

他にも、より市民に分かりやすい議会を目指し、いままで一括

して行なわれていた質問答弁の方式を一部変更し、項目ごとに

分割して質問ができるように改めました。 

 

 

●正面が議長席 

●両サイドが 

市執行部の席 

●手前が質問する 

議員の席 

その後ろ側が 

各議員の自席 

 

http://sakamoto-katsumi.net/


さいたま市 平成２１年度 決算状況について 

〔一般会計〕 

清水市政の初年度（21 年 5 月末から）となった平成 21 年度決算状況は、「しあわせ倍増プ

ラン２００９」の実現を市政運営の優先事項と位置付け、さいたま市で最多となる 12 回の補正

予算を編成し、積極的な財政出動により事業を推進してきました。 

この結果、景気低迷による市税収入の減少を、国庫支出金、地方債の発行で補い、3 市合併移

行最大の決算規模となりました。 

 

○決算の特徴 
・ 決算規模は、３市合併以降最大の決算規模 

・ 市税は、前年度比５０億３千百万円（2.3％）減で、平成 15 年度以来６年ぶりの減少 

・ 市債は、前年度比 173 億 8 千万円（49.9%）の大幅増 

・ 実質収支は、3 市合併以降連続して黒字（4 億 1 千万円）を達成 
 

歳入総額  ４，２８６億６千万円    （前年度比 0.7％増） 

歳出総額  ４，１９２億６千３百万円（前年度比 5.2％増） 

 

○収入の主な特徴 
・ 市税収入は、法人市民税が 3 市合併以降最大の落ち込み（▲54 億９８百万円 ▲22%） 

・ 市債は、臨時財政対策債の増（61 億円）、道路橋梁債の増（35 億 1 千万円）等により、 

173 億 8 千万円（49.9%）の大幅増 

 

○歳出の主な特徴 
・ 生活保護事業（40 億 7 千 9 百万円）、自立支援給付等事業（11 億 5 百万円）の増額によ

り、85 億 5 千 5 百万円（8%）の増 

・ 定額給付金給付（182 億 6 千 2 百万円）、中小企業資金融資事業（74 億 7 千 6 百万円）

の増額により、260 億 8 千 2 百万円（268.4%）の増 

・ 小学校校舎増改築事業、小中学校耐震化補強事業の増額により、26 億 4 千 2 百万円（6.8%） 

の増  

 

〔特別会計〕 

国民健康保険事業、区画整理事業、市街地再開発事業特別会計ほか１９会計の収支状況 

 

歳入総額  １，８０６億７百万円  （昨年度比 1.1％増） 
 

歳出総額  １，７７０億９千２百万円（昨年度費 1.6％増） 

 

○主な特徴 
・ 国民健康保険会計は、団塊の世代の加入増や社会保険からの移行増により、4.5%増 

・ 後期高齢者医療会計では、被保険者の増により、9.8%増 

・ 介護保険会計では、介護報酬３％引き上げや介護サービス利用増により、7.4%増 


